
 

 

事 前 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 交通安全施設等整備事業（交差点改良） 

地 区 名 一般国道２５９号 

事業箇所 田原市加治町地内 

事業のあ

らまし 

(国)２５９号稲場交差点は右折帯がないが、従道路の需要が少ないことから特に問題になって

いなかった。ところが平成27年４月に保育園の統合により従道路近くに市立保育園が移設される

ことになったので、保護者の送迎などで左右折需要が増すと想定される。 

そのため右折帯を設置して、交通の円滑化に努めたい。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

 右折帯を設置して交通を円滑化させるとともに事故防止をする。なお余剰地を活用するので用

地買収は行わない。 

【副次目標】（必要に応じて記載する） 

事 業 費 
事業費 内訳 

０．２億円 □工事費 ０.１５億円、□用補費 ０億円、□その他 ０.０５億円 

事業期間 採択予定年度 平成２５年度 着工予定年度 平成２５年度 完成予定年度 平成２６年度 

事業内容 
交差点改良工（右折帯設置）L=２５０ｍ 

 

Ⅱ 評価 

①
事
業
の
必
要
性 

1) 必要性 

 

 保育園移設が確実なので緊急性は高い。 

判定 

Ａ 
A： 現状の課題又は将来の予測から事業の必要性がある。 

B： 現状の課題又は将来の予測が十分把握されていない。 

【理由】 

 歩行者が安全に交差点を渡ることができる。 

 

②
事
業
の
実
効
性 

1) 事業計画 事業計画及び実績
H25 H26

調査・設計
工事

※事業費について、今後５年間分の事業費と、それ以降の残事業費を記載する。

工種
区分

事業費（億円） 0.2

  

2) 地元の合

意形成 

 地元田原市市から強い要望があり、地元の合意形成が図られる環境にある。 

判定 

Ａ 
A： 事業計画の実効性が期待できる。 

B： 事業計画の実効性が期待できない。 

【理由】 

 用地買収がないことから、円滑な事業執行環境が整っており、事業の実効性が期待できる。

 

Ⅲ 対応方針 

事業実施 
事業実施が妥当である。：上記①及び②の評価がすべてＡ判定であるもの。 

事業実施は妥当でない。：上記以外のもの。 

（別紙４）



 

 

Ⅳ 事後評価実施の有無と主な評価内容 

■対象（事業完了後 ５年目） □対象外  

【事業完了後５年を越えて実施する理由・対象外の理由】 

【主な評価内容】 

 工事実施前後の交通状況の変化（事故件数、事故内容、交通量など） 

 


